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2022 年～2026 年 

住民発！牧山東地区 小地域福祉活動第一次計画 

戸畑区 

牧山東地区社会福祉協議会 



 

ごあいさつ 

 

「地域は家族だ！牧山東 

～光の川に育まれる あたたかいこの街を 未来へ～」 

 

住民発！牧山東地区 小地域福祉活動第一次計画策定にあたり 

 

戸畑区牧山東地区は年に２回、天籟寺川に朝日が川面に伸びて輝く日が訪れます。

その神々しくあたたかい光はわたしたちを育み、この街に力を与えてくれます。 

この光り輝く街で、牧山東地区社会福祉協議会は、「みんなが安心して暮らせる

支え合いのまちづくり」の実現をめざし、地域住民をはじめ地域全体で協力しあい

ながら、平成７年度より「ふれあいネットワーク活動」を開始し、“自分たちの地

域の福祉課題は自分たちで解決していく”という目的のもと「見守り・助け合い・

話し合い」の３つのしくみを中心に、様々な小地域福祉活動を展開してきました。 

長引く感染症により、いままで地道にコツコツと続けてきた地域活動が制限され、

つながりや支え合い機能の脆弱化がますます進み、深刻な課題を抱えたまま地域で

孤立した生活を送っている世帯が増え、地域を取り巻く環境は深刻さが増していま

す。 

「このような状況の今こそ、私たちは動き出さなくてはいけない」 

地域の活動者から声が上がり始めました。地域共生社会の実現、SDGｓの取り組

みなど、今まで取り組んできたことに新しい風を取り込み、さらなる強い地域福祉

の実現に向け、小地域福祉活動第一次計画策定に取り組みました。 

    北九州市の地域福祉計画及び北九州市社会福祉協議会の地域福祉活動第六次計画

と整合性を持ちながら、小地域での中長期の活動計画を策定し、牧山東地区らしさ

を活かした取り組みを、段階的に進めてまいります。 

 

この小地域福祉活動計画の推進により、光の川に育まれたこの街に住むすべての

住民の心に、輝く光が届くよう邁進してまいります。 

おわりに、この計画の策定にあたりご尽力いただきました本計画策定委員会委員

並びに、ともに課題を共有し、課題解決に向けご賛同いただいた地域団体の皆様に、

心より感謝申し上げ、ご挨拶といたします。 

 

令和４年３月 

牧山東地区社会福祉協議会 会長 

牧山東地区小地域福祉活動計画策定委員会 委員長 

篠 原 伸 憲 



 

 「地域は家族だ！牧山東 

～光の川に育まれる あたたかいこの街を 未来へ～」 

 

住民発!牧山東地区小地域福祉活動第一次計画 

（２０２２年～２０２６年） 
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１ 計画の特性 

（１）住民発信の行動計画 

この計画は、牧山東地区の様々な福祉課題を解決するために、住民や民間団体が将来 

   の見通しを持って計画的に活動しようとするための民間の行動計画です。 

（２）小地域の生活を支える計画 

この計画は、牧山東地区に住む人たちの「安全・安心な生活」を支えることを活動の 

   原点とする計画です。 

（３）北九州市及び北九州市社会福祉協議会 戸畑区事務所と協働する計画 

この計画は、北九州市及び北九州市社会福祉協議会 戸畑区事務所の計画と連携しな 

がら地域福祉活動を進めていく計画です。 

（４）牧山東地区社協の活動指針となる計画 

この計画は、社会福祉協議会が地域福祉推進の中核的な団体としての方針や発展強化 

の道筋を明らかにする性格を有します。 

 

２ 計画の期間 

第一次計画は、２０２２年から２０２６年までの５ヵ年とします。 

ただし、計画期間中、地域を取り巻く状況に大きな変化があれば、見直しを行います。 

３ 計画の策定経過 

第一次計画策定委員会や、牧山東地区で地域福祉活動に取り組む関係機関・団体からの 

幅広い意見などを踏まえて、住民主体の地域福祉に関する計画を策定するため、小地域福祉

活動第一次計画策定委員会を設置しました。 
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第１章 計画策定にあたって 



 

 

 

 

 

１ 牧山東地区の特徴 

（１）地域の特性 

戸畑駅から歩いて約 15 分、牧山小学校区の東側に位置しています。 牧山東地区

は、まちの中心をシンボルである天籟寺川が流れ、自然の美と生活の利便性が調和

したまちです。  

現在、当地区では「まちおこし 緑と夢の牧山東」をスローガンとして掲げ、安全

で美しい住みよいまちの将来像を描きながら、地域づくりに取り組んでいます。 住

民の憩いとふれあい、世代間の交流をめざして、「川の清掃と環境美化運動」等のボ

ランティア活動や「みんなでワッショイ川まつり」「光の川鑑賞会」など、天籟寺川

を中心としたさまざまな地域活動を行っています。 

 

 

 
  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(令和 3 年 3 月 ふれあいネットワーク活動推進事業計画書より) 
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人

ふりがな 世帯 小学校

会　長 中学校

％
戸畑2

代表者
高齢化
率

37.8
高峰中学校

篠原　伸憲

校

(

地

)

区

社協名
牧山東

人　口
5,966

活
動
範
囲

高峰１，２，３丁目
丸町１，２，３丁目
牧山3丁目
沖台1,2丁目
初音町、新川町

校(地)区社会福祉協議会

設立
年月 平成７年４月

世帯数
3,226

しのはら　のぶひろ 牧山小学校

地域包括
支援ｾﾝﾀｰ

男 26 人 世帯数 438 世帯

女 25 人 対象年齢 65 歳以上

計 51 人 世帯数 634 世帯

男 73.8 歳 対象年齢 65 歳以上

女 68.6 歳 世帯数 324 世帯

計 71.2 歳 対象年齢 65 歳以上

男 26 人 56 世帯

女 25 人 23 世帯

計 51 人 その他 世帯

男 100 ％ その他 世帯

女 100 ％ 1,475 世帯

福祉協力員

人数

見
守
り
対
象
世
帯

高齢者
の世帯

一人
暮らし

高齢者
のみ

平均年令 昼間
高齢者
のみ

ニーズ
対応員

人数

障害のある人のいる世帯

一人親で子育て中の世帯

福祉協力
員との

兼任割合 合　　計

第２章 牧山東地区の現状と取り組み 



 

 

 

 

１ 基本理念 

「地域は家族だ！牧山東 

～光の川に育まれる あたたかいこの街を 未来へ～」 

牧山東地区では、子どもから高齢者まで、また、障害のあるなしに関わらず、誰もが 

住みなれたところで安心して安全に暮らしていけるまちにしたいと願っています。 

地域の特性を踏まえ、住民の皆さんの理解と参画を得ながら、地域団体や関係機関との

連携のもと、「地域は家族だ！牧山東」を基本理念として、小地域福祉活動第一次計画を推

進していきます。 

２ 基本目標 

（１）基本目標１ 「みんなが育つ 地域共生のまちづくり」 

地域生活支援活動「よろず相談 光の川」を新しく開設します。いままで積極的に取り

組んできた健康づくり事業、地域の季節行事や高齢者行事、見守り訪問などから見えてき

た地域課題解決へとつながってきた地域住民との関係性をより確かなものにするため活動

を開始します。そのために推進協力団体とのさらなる関係構築に力を注ぎます。 

 

（２）基本目標２ 「育ったこのまちが 私たちの誇り」 

現在進めている ICT を活用した地域づくりを推進していきます。そのためにも学びの

場へも積極的に参加していきます。また、まちづくり協議会とともに SDGｓの取り組み

にも力を入れていきます。 

 

（３）基本目標３ 「育つ子どもたちに 蒔こう 未来の種」 

小・中・高校とより一層、連携強化を図り、いままでの小学校の学びの機会をさらに

有効なものとしていきます。中・高校へは地域活動へのボランティア参加などをしやす

くするための取り組みとして、社協活動の広報にも力を入れていきます。多世代参加型

の交流事業を計画し、活動にかかわる人を増やし、地域全体で子どもの成長を応援する

仕組みを作ります。 

 

（４）基本目標４ 「光の川に育まれる 安心安全のまち」 

まちの見守り・まち美化などの活動がこの地域を育んできました。その活動継続のた

めに活動者確保に力を入れていきます。避難体制整備など早急に対策が必要なことも確

実に取り組みます。 

                                 ３ 

第３章 第一次計画の体系 



 ４ 

３ 実施項目 （体系図） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本目標１ 

基本目標２ 

基
本
理
念 

「
地
域
は
家
族
だ
！
牧
山
東
」 

基本目標３ 

光の川に 

育まれる 

安心安全のまち 

① 【重点１】地域生活支援活動「よろず相談 光の川」の取り組み 

・運営基盤の整備 

②牧山東まちづくり推進協力団体との関係強化 

 ・認定証の発行 

 ・広報協力依頼のための関係づくり 

③健康づくり事業の継続 

 ・地域でGoGo！健康づくり事業などへの協力・参画 

④見守り世帯把握の整備づくり 

 ・歳末ふれあい訪問など訪問活動での要支援者情報の収集・集約 

 ・行事参加者からの情報収集・集約 

⑤連絡調整会議の充実 

 ・活動情報の共有の場としての機能 

⑥みんなが主役の取り組み 

 ・季節行事や高齢者対象行事の充実 

 ・地域敬老会への協力 

⑦【重点2】ICT を活用した地域づくり 

・YouTube 牧山東ちいき情報局 
https://www.youtube.com/channel/UCgNW1_l8SUBAcZo7d_Lp0Xg 

・Facebook 牧山東市民センター 
https://www.facebook.com/makiyamahigasshicc/ 

・牧山東地区社会福祉協議会 HP 
https://www.kitaq-shakyo.or.jp/tobata/makiyamahigashi/ 

⑧学びの場への参加 

・福祉を学ぶ講座や養成講座などへの参加を促進し、活動の充実を

図る 

⑨SDGｓの取り組みの継続 

  ・リサイクル収益を地域に活かし、住み続けるまちづくりへの活動 

 

みんなが育つ 

地域共生の 

まちづくり 

育ったこのまちが 

私たちの誇り 

実施項目 

⑩登下校時の声かけと見守りの継続 

 ・活動者確保の取り組み強化 

 ・あいさつ運動の推進 

⑪保育園・小・中・高校との連携強化 

 ・学年ごとの取り組みを継続支援 

 ・地域ボランティア参加促進のための広報 

⑫世代間交流の充実 

 ・地域行事やセンター行事への参加促進の取り組み 

 ・多世代への広報強化 

 ・あらたな交流事業の検討 

⑬伝統行事の継承 

 ・戸畑祇園・小東山笠・子ども山笠(新川・東丸山) 

・後継者育成のための取り組み   

・盆踊り（新川・東丸山） 

⑭地域活動者確保に向けた広報 

 ・集合住宅の掲示板での広報検討 

 ・社協だよりの発行 

⑮見守り活動の継続 

 ・生活安全パトロール隊の活動継続 

 ・市政だより配布時の取り組み 

⑯安全なまちづくりへの取り組み 

 ・避難体制づくりの取り組み強化 

 ・施設との共同避難訓練の実施 

⑰まち美化活動の継続・発展 

 ・天籟寺川清掃の活動者確保のための新たな取り組み 

 ・花植え・愛護活動の仲間づくり 

  

育つ子どもたちに 

蒔こう 

未来の種 

基本目標４ 

 

https://www.youtube.com/channel/UCgNW1_l8SUBAcZo7d_Lp0Xg
https://www.facebook.com/makiyamahigasshicc


 

認知症高齢者や障害者など課題を抱える人や、支援を必
要としている人の問題が、感染症拡大での閉じこもり傾向で
さらなる拍車をかけた。地域全体で支えていくための仕組み
づくりが早急に必要となった。

支援を必要としている人が気軽に相談できる窓口を開設
し困りごとの把握を行う。また、それを支える活動者の確保
も行う。解決に向けて、マッチングできるための仕組みづく
りの整備を行うとともに活動の広報にも力を入れる。

「よろず相談 光の川」の地域への定着と、幅広い活動者
の確保により、新しい形の地域活動の在り方を広く広報でき
るようにしていく。

４ 重点実施項目 

 重点実施項目１ 地域生活支援活動 「よろず相談 光の川」  

 

 

   

  

 

    

    

 

 

【重点実施項目における段階的な取り組みの年次計画】 

 主な取り組み内容 2022 2023 2024 2025 2026 

① 地域支援活動要綱など作成 
 

    

② 

「よろず相談 光の川」 

広報チラシの作成 
     

③ 

まちづくり推進協力団体への協力依頼 

 ・認定証の発行 

 

 

 ・「よろず相談 光の川」 

チラシ・名刺設置の 

協力依頼 

 ・牧山東市民センター館報他広報紙配布 

 

    

④ 地域行事やサロン参加者へのチラシ配布      

⑤ ICT などを活用した広報活動 
 

    

⑥ 「よろず相談 光の川」活動状況の整理      

５ 

第一次計画での活動方針 

５年後の達成目標

選定した理由 

見直し 実施 



 

すべての活動において活動者の高齢化や減少は顕著であり、

その対策案が見つからない現状である。活動者の確保のた

め新しいアクションを起こさなくてはいけない。

Youtube「牧山東ちいき情報局」

Facebook「牧山東市民センター」

牧山東地区社会福祉協議会HP

などを有効に活用し、幅広い世代の活動者確保に向け、

地域の活動を知ってもらうことに取り組む。

牧山東地区に関係する学生や企業など幅広い人たちが、

牧山東地区の魅力に気づき、活動に参加したいと思う広報

の仕方を構築する。

６ 

 重点実施項目２ ICT を活用した地域づくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【重点実施項目における段階的な取り組みの年次計画】 実施 

 主な取り組み内容 2022 2023 2024 2025 2026 

① SNS について学ぶ講座に参加する      

② 情報を収集し、更新作業を行う      

③ 活動継続のためのマニュアル作成      

 ↓YouTube 牧山東ちいき情報局      ↓Facebook 牧山東市民センター 

 

 

 

 

 

 

 

 ↓牧山東地区社会福祉協議会 HP 

 

 

 

 

                    

 

第一次計画の活動の方針 

選定した理由 

５年後の達成目標



 

 

 

 

 

１ 計画の承認と周知 

（１）牧山東地区社会福祉協議会の総会等を通じ、計画の承認と周知を行います。 

（２）計画の実施項目を進めていくため、関係機関・団体への周知・協力依頼を行います。 

   地域推進協力店認定証の発行や「よろず相談 光の川」のチラシ・名刺設置の協力依 

頼とともに広く地域住民への周知を行います。 

（３）計画書概要版の配布や牧山東社協だよりの発行、ホームページ「牧山東地区社協」へ 

の掲載、YouTube「牧山東ちいき情報局」、Facebook「牧山東市民センター」等 ICT を活 

用し、地域住民への周知を行います。 

その他、計画を推進していくために、計画の広報活動を行います。 

 

２ 計画を推進するための体制 

（１）小地域福祉活動第一次計画推進委員会の設置 

計画を推進していくために、牧山東地区小地域福祉活動第一次計画推進委員会（以下、 

「推進委員会」という。）を設置し、計画の進行管理を行います。 

①関係機関・団体との連携 

②計画内容の具体的な実施方法 

③進行管理の実施 

などについて、推進委員会では協議を進めていきます。 

 

（２）計画の進行管理（推進委員会の開催） 

推進委員会を適宜開催し、次の点について確認します。 

①事業推進の計画・実行 

②事業推進の進捗状況 

 

（３）計画の評価 

    計画の中間年では計画全体の中間見直しを、最終年度には総括評価を行います。 

 

３ 第二次計画の策定 

第一次計画の推進状況を踏まえて、第二次計画の策定時期に、新たに第二次計画策定委員 

会を設置し、次期計画策定に向けての協議を進めていきます。 

 

                    

                   ７ 

第 4 章 計画の推進 
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４ 小地域福祉活動第一次計画策定にあたり連携や協力をいただいた団体名簿 

№ 企業・会社名 

1 にし脳神経外科クリニック 

２ さいきクリニック 

３ 社会福祉法人 いわき福祉会 介護老人福祉施設 やすらぎの郷牧山 

４ 医療法人 医和基会 介護老人保健施設 牧山いわき苑  

５ 医療法人 医和基会 療養介護事業所 牧山療養院 

６ 木曽工業株式会社 グループホームわらい 

７ 社会福祉法人 北九州市手をつなぐ育成会 インクルとばた 

８ 社会福祉法人 北九州市手をつなぐ育成会 障害者自立訓練施設 飛翔館 

９ 株式会社さわやか倶楽部 介護付有料老人ホーム さわやかパークサイド新川 

１０ NPO 法人 老いを支える北九州家族の会 

１１ NPO 法人 アクティブキャリア北九州 

１２ NPO 法人 日本ソーシャルスポレク協会 

１３ 戸畑沖台郵便局 

１４ セブンイレブン沖台店  

１５ ファミリーマート戸畑沖台通り店  

１６ 福岡県立戸畑工業高等学校 

１７ 北九州市立高等学校 

１８ 北九州市立高生中学校 

１９ 北九州市立牧山小学校 

２０ 社会福祉法人 いわき福祉会 はつねほいくえん 

２１ 社会福祉法人 北九州市戸畑民生事業協会 牧山保育園 

２２ 牧山東まちづくり協議会 

２３ 牧山東地区自治会 

２４ 牧山東年長者の会 

２５ 牧山東地区民生委員児童委員協議会 

２６ 牧山東市民センター 

２７ 戸畑区役所 

２８ 北九州市社会福祉協議会 戸畑区事務所 
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５ 小地域福祉活動第一次計画推進委員会（策定委員会）名簿 

№ 氏 名 所属団体・役職など 

1 篠原 伸憲 

牧山東地区社会福祉協議会 会長 

牧山東地区小地域福祉活動計画策定委員会 委員長 

牧山東自治会長 

牧山東地区第 10 協議会長 

牧山東まちづくり協議会会長 

牧山東地区民生委員児童委員 

２ 松尾 真一 牧山東地区第 1 協議会長 

３ 上田 勲 牧山東地区第 8 協議会長 

４ 後藤 雅信 牧山東地区第 11 協議会長 

５ 中川 博子 牧山東地区民生委員児童委員 

６ 井上 順子 牧山東地区主任児童委員 

７ 上田 聖子 牧山東地区主任児童委員 

８ 増岡 ハル子               福祉協力員 

９ 高田 敏子 福祉協力員 

１０ 太田 恵美子 福祉協力員 

１１ 合田 サダエ 福祉協力員 

１２ 小久保 時代 福祉協力員 

１３ 佐藤 喜代香 福祉協力員 

１４ 井筒 美穂 
牧山東地区第 2 協議会長 

牧山東地区民生委員児童委員協議会会長 

１５ 江口 博 牧山東地区第 12 協議会長 

１６ 石橋 克典 牧山東地区第 13 協議会長 

１７ 光武 繁告 牧山東地区第 15 協議会長 

１８ 前野 繁子 福祉協力員 

１９ 舛永 駿平 福祉協力員 

２０ 吉岡 英雄 

牧山東地区第 6 協議会長 

牧山東年長者の会会長 

牧山東地区社会福祉協議会副会長 

２１ 松本 剛重 牧山東地区第 7 協議会長 

２２ 品川 芳江 
牧山東地区民生委員児童委員 

「よろず相談 光の川」相談員 

２３ 吉光 孝子 福祉協力員 

２４ 下松 直美 福祉協力員 

２５ 嵐山 良恵 

牧山東地区第 3 協議会長 

牧山東地区民生委員児童委員 

「よろず相談 光の川」相談員 

２６ 尾崎 友喜 牧山東地区第 4 協議会長 



 

２７ 江戸端 憲一 
牧山東地区第 5 協議会長 

牧山東地区民生委員児童委員 

２８ 福田 修二 牧山東地区第 9 協議会長 

２９ 投野 清 牧山東地区第 14 協議会 

３０ 岡田 しず子 牧山東地区第 16 協議会長 

３１ 櫨本 礼子 
牧山東地区民生委員児童委員 

「よろず相談 光の川」相談員 

３２ 石田 克人 福祉協力員 

３３ 末吉 一馬 福祉協力員 

３４ 諸永 安子 福祉協力員 

３５ 河内 英子 福祉協力員 

３６ 藤脇 恵智子 福祉協力員 

３７ 内平 彰子  福祉協力員 

３８ 内平 朱音 福祉協力員 

３９ 佐藤 和子 福祉協力員 

４０ 川迫 英司 福祉協力員 

４１ 浅野 美智子 福祉協力員 

４２ 武久 由美子 牧山東市民センター 館長 

４３ 江淵 寿美 戸畑区役所 保健福祉課いのちをつなぐネットワーク担当係長 

４４ 白水 綾 戸畑区役所 保健福祉課 地域包括支援センター戸畑２ 保健師 

４５ 川原 正明 北九州市社会福祉協議会 戸畑区事務所 事務所長 

４６ 山根 浩子 北九州市社会福祉協議会 戸畑区事務所 主事 

４７ 坂田 美紀子 北九州市社会福祉協議会 戸畑区事務所 地域支援コーディネーター 

４８ 縄手 富美 北九州市社会福祉協議会 戸畑区事務所 職員 

 

 

 

 

 

 

 

 

                      １０ 

 



 

 

【参考資料】 策定委員会及び役員会での協議事項 

回 開催日 人数 主な協議事項 

１ 
令和３年 

９月６日 
６ 

役員会（第１回） 

①策定委員会について（候補者の選出、開催予定） 

②策定委員会で行うことの整理 

２ 
令和３年 

９月１５日 
８ 策定委員候補へ、就任に向け趣旨説明 

３ 
令和３年 

   １０月１６日 
６ 

役員会（第２回） 

①策定委員会開催案作成 

②策定委員就任依頼文作成 

４ 

令和３年 

   ９月２８日～

１０月１５日 

 班長が策定委員候補へ依頼文配付 

５ 

令和３年 

 

１０月２５日 

１９ 

第１回小地域福祉活動第一次計画策定委員会 

（初音・新川地区） 

①小地域福祉活動計画とは 

②これまでの取り組みを体系的に整理 

６ 
令和３年 

１０月２７日 
１５ 

第１回小地域福祉活動第一次計画策定委員会 

（丸町・高峰地区） 

①小地域福祉活動計画とは 

②これまでの取り組みを体系的に整理 

７ 
令和３年 

１２月２日 
３４ 

第２回小地域福祉活動第一次計画策定委員会 

①第１回委員会のふりかえり 

②地域の福祉課題の洗い出し・整理 

③スローガンの決定 

８ 
令和４年 

１月２０日 
２１ 

第３回小地域福祉活動第一次計画策定委員会 

①第２回委員会のふりかえり 

②実施項目の確認と重点実施項目の決定 

（策定委員の人数を限定して開催） 

９ 
令和４年 

 ２月１７日 
２２ 

第４回小地域福祉活動第一次計画策定委員会 

①第３回委員会のふりかえり 

 ②計画の推進に向けての説明 

10 
令和４年 

３月２２日 
６ 

役員会（第３回） 

①概要版の最終校正 

②概要版の印刷・発行及び周知広報 

 

 

 

 

11 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

牧山東地区社会福祉協議会 
〒804-0065 

北九州市戸畑区新川町 3 番 25 号 

牧山東市民センター内 TEL・FAX（093）881-3177 

 
牧山東地区社会福祉協議会 HP    牧山東社協 

 
         YouTube    牧山東ちいき情報局 

 
         Facebook   牧山東市民センター 

 

 

 

 

戸畑区社会福祉協議会 
〒804-8510 北九州市戸畑区千防 1 丁目 1－1 戸畑区役所 3 階 

TEL 093-871-3259  FAX 093-881-8557 

ホームページ http://www.kitaq-shakyo.or.jp/tobata/ 

 

北九州市社会福祉協議会 
〒804-0067 北九州市戸畑区汐井町 1－6 ウェルとばた 8 階 

（地域福祉部） TEL 093-882-4425  FAX 093-873-1351 

ホームページ http://www.kitaq-shakyo.or.jp/ 

★社会福祉協議会のイメージキャラクター★ 

『プチボザウルス』（Petit vosaurus） 

Petit（プチ：ちっちゃな） 

Volunteer（ボランティア） 

Saurus（サウルス≒恐竜） 

「ちっちゃなボランティア活動を行う愛くるしい恐竜」をイメージ！ 


